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(57)【要約】
【課題】　本考案は内視鏡手術用のトロッカーにおいて
、内視鏡先端部が汚れて視界が悪くなったとき、内視鏡
をトロッカーから引きだすことなく、トロッカー内で洗
浄を可能にする機構を構築する。
【解決手段】　本考案は、従来のトロッカーの最上部に
新たに内視鏡先端洗浄室を設けることで、課題を解決す
る。腹腔内への漏れの無いような機構で、暖めたアルコ
ール等の洗浄液をこの洗浄室に導入し、気密性を持つ洗
浄ブラシのようなもの、あるいは超音波洗浄法により内
視鏡先端を傷つけることなく洗浄し、視界を回復した後
、すみやかに洗浄液を排出乾燥させて、内視鏡を再度腹
腔内へ導入することを可能にする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡用のトロッカーであって、手術中に内視鏡先端が付着物質で汚れて視界が悪くな
った時、腹腔内の圧力を変化させることなく、トロッカー内で先端を清浄化し、視界を回
復できる機構。
【請求項２】
　暖めたアルコールその他の適切な洗浄用液体を、トロッカーに附属した専用バルブを通
してトロッカー内に導入する事で、内視鏡先端を清浄化できる機構。
【請求項３】
　洗浄用液体が腹腔側に漏れる事のないように気密性を持つバルブを支持する機構であっ
て、不使用時には内視鏡の動作空間外に待避できる機構。
【請求項４】
　粘着性の高い物質を洗浄除去するため、気密性を維持したままで使用可能なブラシ機構
とその駆動機構さらに不使用時には内視鏡の動作空間外に待避できる機構。
【請求項５】
　超音波を導入し、超音波洗浄が出来る機構。
【請求項６】
　洗浄作業終了後、洗浄液をすみやかに排出するためのバルブ付きの排出機構。
【請求項７】
　洗浄液排出後、必要に応じて残留洗浄液を完全に乾燥除去するための昇圧温風等を導入
する機構。
【請求項８】
　　内視鏡の洗浄中あるいは洗浄後、内視鏡の視界を確認するための光導入機構。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は外科手術用の内視鏡用トロッカーにおいて、腹腔内の圧力を変化させることな
く、トロッカーに装着したままで、内視鏡先端を洗浄する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、外科手術時には内視鏡を体内に挿入し、その場観察をしながら、手術を進める事
が行われている。しかるに、手術時に体内組織から発生する種々の物質が、内視鏡の先端
に付着し視界が悪くなる事が多かった。そのために相当な頻度で内視鏡をトロッカーから
はずして，洗浄，ふき取り等の操作が必要で、そのたびに手術が中断されることが多かっ
た。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、開腹手術に代わって内視鏡外科手術が盛んになるにつれて、上記の問題を解決す
る方法が強く望まれている。本考案は、トロッカーから内視鏡をはずすことなく、簡単な
操作で、内視鏡先端を洗浄し、視界をその場で確認した上で、手術に復帰できることを可
能にするためのものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本考案は、トロッカーの最上段に、内視鏡先端洗浄用のすべての機能を持たせる。具体
的には温めた洗浄液の導入と排出機能、落ちにくい付着物を洗浄するためのブラシ機能、
超音波洗浄機能、腹腔内あるいは外への洗浄液漏れのない気密機能、さらには残留洗浄液
を完全に除去するために温風を送り込むなどの乾燥機能を持たせる。
【考案の効果】
【０００５】



(3) JP 3140234 U 2008.3.21

10

20

30

40

50

　上述の様に、本考案では、内視鏡をトロッカーからはずす必要がないため、視界の再確
保に要するロス時間を最小限に抑えられるだけでなく、医師の集中力の喪失をも抑えられ
る効果がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
（イ）視界が悪くなった場合には、内視鏡をトロッカーの最上部に設けた洗浄室まで引き
　　　抜く。洗浄液を導入している間は、洗浄領域には圧がかかるので、腹腔側への気密
　　　漏れの無いよう腹腔側のシールバルブ（たとえば２重重ねバルブシート）はこの圧
　　　に対して十分な強度を必要とする。そのため洗浄液導入直前に、表面をゴムシート
　　　で被覆した金属板を、このシールバルブシートのすぐ裏の腹腔側に挿入し、この金
　　　属板に貼り付けたゴムシート部分に上記シールバルブシートが押し付けられること
　　　で気密性を維持する。一方トロッカー上部に引き上げられた内視鏡側は、内視鏡外
　　　円筒に内視鏡シール用の２重重ねバルブシートが内圧で押し付けられることで気密
　　　性を維持できる。
（ロ）金属板は０リングシールされた軸を通して前後駆動あるいは左右駆動が可能であり
　　　、洗浄の際だけに中心軸上に設置し、不要時は内視鏡の動きを妨害しない位置に退
　　　避させる。
（ハ）挿入されたゴムシート付き金属板は、トロッカーに設けてある支えあるいはその目
　　　的で前もって作られた溝に入るようにしてあり、洗浄室側からバルブシートを介し
　　　て加わる圧力に抗するものとする。
（ニ）内視鏡先端の落ちにくい付着物は、内視鏡の先端を傷つけないように、ブラシ等の
　　　回転あるいは前後左右の運動でこれを洗浄する。
（ホ）ブラシ等は０リングシールされた軸を通して回転あるいは前後左右駆動可能である
　　　。
（ヘ）さらに落ちにくい付着物は、洗浄室に超音波を導いて超音波洗浄により除去する。
　　　超音波はトロッカー外部に取り付ける圧電素子超音波発生器で発生し、これを液体
　　　または超音波ホーンを経由してさらにトロッカー洗浄室の壁の一部として取り付け
　　　たきわめて薄い超音波透過性の高い薄板を経由して洗浄室内の洗浄液に伝達する。
（ト）洗浄室の体積は必要十分な最小限の体積とする。
（チ）洗浄液は適切な温度でトロッカーに導入し、洗浄後の液は必要時には随時外部に排
　　　出するものとする。
（リ）必要に応じて温風等を導入し洗浄部分に残った洗浄液を外部に排出するとともに残
　　　液を乾燥させる。
【実施例】
【０００７】
　以下添付図面に従って一実施例を説明する。図１はトロッカー最上部の正面図であり、
機密性と機能性を持つ洗浄室の構造を示す。気密性はたとえば２組の２重重ねバルブシー
ト２および１２によって実現するが、その際、腹腔側の２重重ねバルブシート１２につい
てはゴムシートを貼り付けた支持用金属板とそれを支える機構とを組み合わせて気密性を
実現する。２組のバルブシート２および１２の間に洗浄液導入機構、排出機構、ブラシ機
構、超音波導入機構、乾燥機構のすべてを備えさせる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】トロッカー最上部の内視鏡洗浄領域の正面図。
【図２】トロッカーの上面図
【図３】図１のＡ－Ａ断面図の正面図。
【図４】図１のＢ－Ｂ断面図の上面図。
【図５】図１のＣ－Ｃ断面図の上面図。ただし９０度回転して示した。
【符号の説明】
【０００９】
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　１　トロッカー最上部の内視鏡挿入口
　２　２重重ねバルブシート
　３　トロッカーの内視鏡洗浄室部
　４　洗浄用ブラシ
　５　洗浄用ブラシ軸シール気密機構
　６　洗浄用液体導入口
　７　洗浄用液体導入口バルブ
　８　洗浄用液体排出口用バルブ
　９　洗浄用液体排出口
　１０　残留洗浄液乾燥用温風導入口兼光導入部
　１１　残留洗浄液乾燥用温風導入口バルブ
　１２　腹腔側２重重ねバルブシート
　１３　腹腔側２重重ねバルブシート支持用ゴムシート貼り付け金属板
　１４　支持用金属板はめ込み溝または支え
　１５　支持用金属板駆動軸気密機構
　１６　超音波導入壁薄板

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年9月11日(2007.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡用のトロッカーであって、手術中に内視鏡先端が付着物質で汚れて視界が悪くな
った時、腹腔内の圧力を変化させることなく、トロッカー内で先端が洗浄可能で、その結
果内視鏡の視界を回復できるトロッカー。
【請求項２】
　暖めたアルコールその他の適切な洗浄用液体を、トロッカーに附属した専用バルブを通
してトロッカー内に導入する事で、内視鏡先端を洗浄できることを特徴とする請求項１に
記載のトロッカー。
【請求項３】
　洗浄時には洗浄用液体が腹腔側に漏れる事のないように気密性を持つバルブを支持する
機構を持ち、洗浄しない時にはこのバルブと支持機構を内視鏡の動作空間外に待避できる
機構を持つことを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項４】
　粘着性の高い物質を洗浄除去するため、気密性を維持したままで使用可能なブラシ機構
とその駆動機構を持ち、不使用時にはブラシを内視鏡の動作空間外に待避できる機構を持
つことを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項５】
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　超音波を導入し、超音波洗浄が出来ることを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項６】
　洗浄作業終了後、洗浄液をすみやかに排出するためのバルブ付きの排出機構を持つこと
を特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項７】
　洗浄液排出後、必要に応じて残留洗浄液を完全に乾燥除去するための昇圧温風等を導入
する機構を持つことを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項８】
　　内視鏡の洗浄中あるいは洗浄後、内視鏡の視界を確認するための光導入機構を持つこ
とを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【手続補正書】
【提出日】平成19年12月10日(2007.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　トロッカーに装着した内視鏡先端が手術中に付着物質で汚れて視界が悪くなった時、ト
ロッカー内の圧力を変化させることなく、はけやシート状のブラシを外部から駆動するこ
とで拭き取りを行ったり、薄板壁を経て超音波を導入することで、内視鏡先端の洗浄が可
能であることを特徴とするトロッカー。
【請求項２】
　暖めたアルコールその他の適切な洗浄用液体を、トロッカーに附属した専用バルブを通
してトロッカー内に導入する事で、内視鏡先端を洗浄できることを特徴とする請求項１に
記載のトロッカー。
【請求項３】
　洗浄時には洗浄用液体が腹腔側に漏れる事のないように気密性を持つバルブを支持する
機構を持ち、洗浄しない時にはこのバルブと支持機構を内視鏡の動作空間外に待避できる
機構を持つことを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項４】
　粘着性の高い物質を洗浄除去するため、気密性を維持したままで使用可能なはけやシー
ト状のブラシ機構とその駆動機構を持ち、不使用時にはブラシを内視鏡の動作空間外に待
避できる機構を持つことを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項５】
　洗浄用液体を介して超音波洗浄が出来ることを特徴とする請求項１に記載のトロッカー
。
【請求項６】
　洗浄作業終了後、洗浄液をすみやかに排出するためのバルブ付きの排出機構を持つこと
を特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項７】
　洗浄液排出後、必要に応じて残留洗浄液を完全に乾燥除去するための昇圧温風等を導入
する機構を持つことを特徴とする請求項１に記載のトロッカー。
【請求項８】
　洗浄後、内視鏡視界を確認できる光導入機構を持つことを特徴とする請求項１に記載の
トロッカー。
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